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ＩｏＴ農業　帯広で実証　畑データ収集分析　ＫＤＤＩなど� 2017年８月２日

実証試験の内容を紹介した現地

検討会（７月、鹿追町）　　　

　通信大手のＫＤＤＩや道内のＩＴ企業などは、帯広市幸福町の飯田農場（飯田昌博さん経営）で、あらゆる機器

をネットワークでつなぐＩｏＴ（モノのインターネット）を活用した農業効率化の実証実験を始めた。８、９月の

２カ月間、ダイコン畑の気温や土壌のデータを取得、解析する。

　ダイコン畑５ヘクタールに設置した機器１台で、気温や湿度、土中の温度、含水

率、電気伝導率のデータを取得。クラウドを経由してシステムデザイン開発（札幌

市、ＳＤＤ）がデータを分析し、解析データを飯田農場に提供する。ほ場と基地局

の間の通信は、広域の通信に適してコストも低い無線通信「ＬＰＷＡ（ＬｏＲａＷ

ＡＮ）」を使う。　測定したデータを「見える化」し、は種や水まき作業、出荷な

どの最適な時期を示すことで生産効率を上げるという。

　ＫＤＤＩ北海道総支社では「現在はノウハウを持つ人が経験を基に生産している

が、本当に適しているのかが分かる。データを吸い上げて蓄積し、後継者につなげ

ることもできる」としている。

　実用化は実証実験の結果を踏まえて判断する。

　十勝管内など寒冷地の畑作農業の課題解決に向け、農研機構北海道農業研究センター（芽室町）などは今年度、

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した大規模畑作の省力化、高精度化の実証試験を行う。研究機関やＪＡ、農業関連

企業など18機関が参画。３年間の計画で、ＩＣＴや作業支援組織を使った、輪作体系の維持と規模拡大、収益力向

上の両立を目指す。
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ＩＣＴで輪作維持を　実証実験に18機関

　同事業では、規模拡

大や労働力不足などの

環境変化に直面する

中、小麦、ジャガイ

モ、豆、ビートの適正

な輪作体系を続ける方

法について実証試験を

行う。

　「汎用（はんよう）

的機器の利用による作

業支援体系とＩＣＴ技術の実装」や「大規模生産者の効率

的運営と精密農業情報を活用した技術の評価」「精密農

業技術による増収技術の確立とロボットトラクター作業

体系の実証」など７つのプロジェクトに分けて実施する。

　鹿追町、士幌町、芽室町、音更町、オホーツク管内津

別町などの農業現場を使い、トラクターや農業機械への

ＩＣＴの活用、農作業の支援組織を使った新たな作業体

系の確立を実証する。

　農林水産省の革新的技術開発・緊急展開事業として実

施。同センターを中心に、道総研十勝農業試験場、帯広

畜産大学、十勝農協連、ＪＡ、農機メーカー、農業関連

企業など18機関がコンソーシアム（共同事業体）をつく

って取り組む。

　７月には鹿追町で、各プロジェクトの推進状況を確認

する会合と、内容を一般にも紹介する現地検討会が開か

れ、延べ300人余りが集まった。

　コンソーシアムの研究代表を務める同センター畑輪作

研究グループの辻博之グループ長は「日本の畑作の輪作

体系は欧州でも見られない合理的なものだが、労働力不

足や作業競合が厳しいことがネックになっている。輪作

を守っていくための支援組織や新しい技術の開発を課題

研究の中で進めていきたい」と話している。




